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コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

交
付
で
き
る
時
間

　
午
前
6
時
30
分
～
午
後
11
時
ま
で

　
（
12
月
29
日
か
ら
翌
年
1
月
3
日
ま
で
と
シ
ス
テ
ム
休
止
日
を
除
く
）

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
全
国
の
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
（
五
十
音
順
）

　
※
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
設
置
店
舗
に
限
り
ま
す
。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ

て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
証
明
書
が
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
（
暗
証
番
号
4
桁
）
の
搭
載
が
必
要
で
す
。

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

取
得
で
き
る
証
明
書

4
月
28
日
か
ら

◦
住
民
票
の
写
し
（
本
人
・
世
帯
員
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
０
０
円

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
住
民
票
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

※
世
帯
全
員
の
住
民
票
を
申
請
さ
れ
た
場
合
、
一
人
1
枚
ず
つ
印
刷

さ
れ
ま
す
が
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
留
め
さ
れ
ま
せ
ん
。
1
枚
の
み
で
の

使
用
は
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
印
鑑
登
録
証
明
書
（
本
人
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
０
０
円

7
月
28
日
か
ら

◦
町
県
民
税
所
得
課
税
証
明
書
（
本
人
）

◦
納
税
証
明
書
（
本
人
）　　
　
　
　
　
　
　
　
……
…
…
…
３
０
０
円

◦
資
産
証
明
書
（
本
人
・
本
人
名
義
分
の
み
）

◦
戸
籍
全
部
・
個
人
事
項
証
明
書
（
謄
抄
本
）…
…
…
…
…
…
４
５
０
円

◦
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
本
人
・
同
一
戸
籍
）…
…
…
…
…
…
３
０
０
円

　

越
前
町
役
場
、
宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
丹
南
地
区
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自
動
交
付
機
は
、

平
成
30
年
3
月
末
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、「
た
ん
な
ん
カ
ー
ド
」
で
証
明
書
の
取
得
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
お
早
め
に「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
交
付
機
は

平
成
30
年
3
月
末
に
廃
止
さ
れ
ま
す

あなたがお持ちのカードをお確かめください。
　お持ちのカードがどのカードかを確かめて、マイナンバーカードへの切り替えをお願いします。

マイナンバーカードの申請は郵送・インター
ネットで簡単にできます。
①郵送で申請する場合
マイナンバーの通知に同封された「交付申請書」に署名または記名・押印し、顔写真を添付の上、
返信用封筒に入れて申請してください。顔写真は、住民環境課で撮影することができます。

②インターネットで申請する場合
マイナンバーの通知に同封された「交付申請書」のQRコードを読み取ります。ホームページに
アクセス後、顔写真のデータとともに申請してください。

カードの種類 窓　口 自　動
交付機

コンビニ
交　　付 カードの説明

印鑑登録証

○ × ×
　窓口で印鑑登録証明書を発行する際に必要です
が、自動交付機・コンビニ交付の利用はできません。
　土日や時間外に証明書の発行を希望する人は、
マイナンバーカードへの切り替えをお願いします。

たんなんカード

○ ○ ×
　自動交付機の利用はできますが、自動交付機が
廃止になる平成30年4月以降は、証明書の取得
ができません。
　コンビニ交付の利用もできませんので、マイナ
ンバーカードへの切り替えをお願いします。

住民基本台帳カード

○ ○ △
平成30年
4月〜

　自動交付機の利用ができます。自動交付機が廃
止になる平成30年4月以降は、カードの有効期
限内であればコンビニ交付の利用ができますが、
有効期限が過ぎる前に、マイナンバーカードへの
切り替えをお願いします。

マイナンバーカード

○ ○ ○
　自動交付機・コンビニ交付の利用ができます。
　平成30年4月以降は、自動交付機が廃止になる
ため、自動交付機での証明書の取得ができません。

特  集
S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e



　
2
月
18
日
、
朝
日
体
育
館
と
朝
日
小
学
校
体

育
館
で
、
小
学
生
イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が

開
か
れ
、
朝
日
、
常
磐
、
糸
生
、
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ

ｚ
ｅ
ｎ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２
の
男
女
各
ホ
ッ
ケ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
、
約
１
２
０
人
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
は
、
外
で
ホ
ッ
ケ
ー

が
で
き
な
い
冬
期
間
に
行
わ
れ
、
通
常
よ
り

も
ゴ
ー
ル
や
コ
ー
ト
が
狭
く
な
る
特
徴
か
ら
、

ボ
ー
ル
を
扱
う
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
で
身
に
付
け
た
、
パ
ス

精
度
、
シ
ュ
ー
ト
技
術
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の

プ
レ
ー
で
も
活
か
さ
れ
ま
す
。
各
チ
ー
ム
の
活

躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
28
年
度　
越
前
町
小
学
生
イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

大
会
結
果

　
優　
勝

　
　

4
年
男
子　
糸
生
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　

4
年
女
子　
常
磐

　
　

5
年
男
子　
朝
日
Ｃ

　
　

5
年
女
子　
朝
日
Ｃ

　
　

6
年
男
子　
朝
日
Ａ

　
　

6
年
女
子　
朝
日
Ａ

　
最
優
秀
選
手
賞

　
　

4
年
男
子　
田
中　
琉
翔

　
　

4
年
女
子　
長
谷
川
優
愛

　
　

5
年
男
子　
佐
々
木
翔
吾

　
　

5
年
女
子　
丹
羽　
紗
香

　
　

6
年
男
子　
重
山　
大
雅

　
　

6
年
女
子　
松
田　
萌
衣

▲激しくボールを奪い合う男子選手たち

▲得点を狙う女子選手たち

　町では、公共交通機関で通学する高校生の保護者に対し、学校教育の経済的負担を軽減することによる子育て支
援と定住促進を目的として、補助金を交付します。

対　象　者　町内にお住まいで、通学のために路線バス・電車の定期券を購入する高校生の保護者
※高校生の年齢は、18歳以下に限ります。

補助金の額　定期券の購入額から5,000円に定期券の有効月数を掛けた金額を差し引いた額 
※対象となる定期券は、有効期間が平成29年4月1日以降のものです。
※片道定期券も同額になります。

証明書の発行 「通学支援補助金定期券購入証明書（以下「購入証明書」）」を運行事業者（福井鉄道、京福バス）
の定期券購入窓口に提出すれば、補助額を差し引いた額（年額最高60,000円）で定期券を購入でき
ます。
※新 2 、3 年生に発行する「購入証明書」は、運行事業者が発行できる最長期間の定期券のみとなります。

 　　福井鉄道の場合　キャンパス定期券（バス）  …  1年（注1）　　　　電車定期券   …  1年
 　　　　　　　　　　えちぜん鉄道区間がある電車定期券  …………………………… 6か月

（注1）夏休み期間中に定期券を利用しない場合に限り、学期別のキャンパス定期券の「購入証明書」を発行することができます。

 　　京福バスの場合　バス定期券  …………………………………………………………… 1年

※新1年生に発行する「購入証明書」に限り、運行事業者が発行できる最長期間以外の期間でも発
行することができます。

申 請 方 法 申請用紙に生徒手帳（新1年生は合格通知書）の写し、利用中の定期券をお持ちの場合は、定期券の
コピーを添えて企画財政課に提出してください。
※申請用紙は、企画財政課、宮崎・越前・織田コミュニティセンターにあります。また、町ホームペー

ジからダウンロードもできます。
※福井鉄道と京福バスの両方を利用される人は、それぞれ申請が必要です。
※ JR 定期券の申請は、定期券購入後の申請になります。平成28年度分の申請期限は、3月22日ま

でですので、まだの人はお早めに申請をお願いします。
※この制度を利用して購入した定期券の払戻しをする場合は、事前に企画財政課にご連絡ください。

定期券を利用された日数によっては、払戻し金が発生しない場合があります。

平成29年度通学支援補助制度の申請受付が始まります

例1 路線バスで米ノから武生高校まで通学する場合
	 定期券の額（バス）	 年額	 223,000円		………………………………………… 	①	
	 申請者の負担額	 月額	 5,000円×12か月＝60,000円	…………………… 	②	

	 補助金の額（①－②）	 	 223,000円－60,000円	＝163,000円	 ………… 	③	

例2 電車で神明駅から仁愛女子高校まで通学する場合
	 定期券の額（電車）	 年額	 95,310円	…………………………………………… 	①	
	 申請者の負担額	 月額	 5,000円×12か月＝60,000円	…………………… 	②	

	 補助金の額（①－②）	 	 95,310円－60,000円	＝35,310円	……………… 	③	

例3 路線バスと電車で西田中から仁愛女子高校まで通学する場合
	 定期券の額（バス　西田中⇔神明駅）	 年額	 104,500円
	 　　　　　	（電車　神明駅⇔仁愛高校前）	 年額	 		95,310円
	 	 合計	 199,810円		………………………………………… 	①
	 申請者の負担額	 月額	 5,000円×12か月＝60,000円	…………………… 	②	

	 補助金の額（①－②）	 　　　199,810円－60,000円＝139,810円		 ………… 	③
 
①定期券の販売額　　　②申請者の負担額（年最高60,000円）　　　③町からの補助額（町から運行事業者へ直接支払います）

問合せ先　企画財政課　☎34‒8702　　　
　　　　　福井鉄道　　☎21‒0703　　　
　　　　　京福バス　　☎0776‒57‒7700

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
は
、
昭
和
24
年
1
月

26
日
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で

あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損

し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
昭
和
30
年
か
ら
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
に
あ
わ
せ
て
、
1
月
26
日
、
劔
神
社
で

防
火
査
察
を
実
施
し
ま
し
た
。
劔
神
社
は
、「
織

田
造
」
と
い
わ
れ
る
越
前
独
特
の
建
築
様
式
が

み
ら
れ
る
本
殿
を
は
じ
め
、
国
宝
梵
鐘
、
県
指

定
文
化
財
の
劔
神
社
文
書
な
ど
貴
重
な
文
化
財

が
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
鯖
江・丹
生
消
防
組
合
丹
生
分
署
と
、

北
陸
電
力
㈱
丹
南
支
社
の
協
力
を
得
て
、
県
指

定
文
化
財
の
劔
神
社
本
殿
、
織
田
神
社
、
町
指

文
化
財
防
火
デ
ー
に
防
火
査
察
を
実
施

定
文
化
財
の
旧
神
前
院
護
摩
堂
の
消
防
設
備
と

電
気
設
備
の
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。
点
検
後

は
、
消
防
署
と
北
陸
電
力
か
ら
の
結
果
報
告
の

他
、
漏
電
を
確
か
め
る
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
し
た
。

　
2
月
19
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前

駐
車
場
で
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
委
員

が
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
め
い

す
い
く
ん
と
一
緒
に
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
第
10
回
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
か
れ
、
来
場
さ
れ
た
町
民
の
み
な
さ
ん
に
明

る
い
選
挙
の
促
進
と
、
3
月
5
日
に
執
行
さ
れ

る
越
前
町
長
選
挙
・
越
前
町
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
参
加
を
促
す
た
め
の
チ
ラ

シ
や
グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
布
し
ま

し
た
。

※
チ
ラ
シ
に
は
、
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
で
金
賞
を
受
賞
さ
れ
た
谷
口

菜
月
さ
ん
（
織
田
中
3
年
）
の
ポ
ス

タ
ー
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
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福
井
県
市
町
総
合
交
通
災
害
共
済
の
平
成
29

年
度
加
入
者
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

共
済
期
間

　
4
月
1
日
～
平
成
30
年
3
月
31
日（
1
年
間
）

※
途
中
加
入
の
場
合
は
、
掛
金
納
入
の
翌
日

か
ら

共
済
掛
金

　
1
人
あ
た
り
年
５
０
０
円

見
舞
金
の
額

　
2
万
～
１
０
０
万
円

見
舞
金
の
対
象

①
自
動
車
・
自
動
二
輪
車
・
自
転
車
・
電
車
・

バ
ス
・
旅
客
船
・
旅
客
機
な
ど
、
交
通
機

関
の
運
行
に
伴
う
事
故

②
身
体
障
が
い
者
用
の
車
い
す
な
ど
を
道
路

上
で
使
用
中
に
起
き
た
事
故

※
日
本
国
内
で
発
生
し
た
事
故
で
、
1
週
間

以
上
の
治
療
を
要
す
る
傷
害
か
ら
対
象
に

な
り
ま
す
。

※
事
故
発
生
時
の
状
況
に
よ
っ
て
は
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
防
災

安
全
課
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
の
方
法

3
月
中
に
、
各
地
区
の
区
長
を
通
じ
て
加
入

申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
加
入
者
欄
に

丸
印
を
記
入
し
、
掛
金
を
添
え
て
左
記
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◦
各
地
区
の
区
長

◦
防
災
安
全
課
、
宮
崎
・
越
前
・
織
田
住
民

サ
ー
ビ
ス
室

◦
県
内
の
福
井
銀
行

福
井
県
市
町
総
合
交
通
災
害
共
済
を
ご
存
じ
で
す
か
？

見
舞
金
の
請
求
時
に
必
要
な
書
類

交
通
事
故
証
明
書
、加
入
者
証
、診
断
書（
組

合
指
定
）、
自
賠
責
保
険
に
お
け
る
診
断
書

と
診
療
報
酬
明
細
書
の
写
し
（
原
本
証
明
が

あ
る
も
の
）
な
ど

※
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
小
さ
な
被
害
で
も
す

ぐ
に
警
察
に
連
絡
し
、
現
場
確
認
を
お
願

い
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
、

事
故
証
明
が
取
得
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

請
求
で
き
る
期
間

事
故
の
当
日
か
ら
2
年
以
内

問
合
せ
先

　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

主
な
業
務

　
交
通
安
全
啓
発
活
動

・
街
頭
に
立
ち
、
小
学
生
を
は
じ
め
と
し
た

歩
行
者
・
自
転
車
通
行
者
が
道
路
を
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

・
年
4
回
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
中
な

ど
に
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
街
頭
に

立
ち
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
各
種
団
体
の
依
頼
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
街
頭
や
会
場
内
に
立
ち
、
歩
行
者
の

安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　
交
通
安
全
教
室

・
小
・
中
学
校
、
保
育
所
（
園
）
な
ど
で
開

か
れ
る
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
、
交
通

安
全
に
関
す
る
指
導
を
行
い
ま
す
。

交
通
指
導
員　
募
集

応
募
資
格

①
年
齢
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人

②
身
体
が
健
康
で
職
務
に
支
障
が
な
い
人

③
募
集
地
区
に
お
住
ま
い
で
、
街
頭
指
導
が

で
き
る
人

募
集
地
区　
越
前
地
区

勤
務
条
件

①
町
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
す

（
社
会
保
険
な
ど
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
制
服
な
ど
の
備
品
は
貸
与
し
ま
す

③
任
期
は
2
年
で
す

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

　「避難準備情報」は、高齢者などが避難を開始する段階であるということを明確にするため、「避難準備・高齢者等
避難開始」に名称が変更されました。

ステップ１ 自宅や学校・職場には、どのような危険があるのか確認しましょう

　お住まいの地区のハザードマップなどを見て、河川が氾濫した場合には何ｍ浸水するか、土砂災害が起こりやす
い場所ではないかなど、自宅や学校・職場など、自分たちがよく立ち入る場所には、どのような危険があるのか確
認しましょう。
　また、お住まいの地区の指定緊急避難場所や指定避難所を確認し、経路・移動手段を計画しておきましょう。

※避難場所は、災害の状況ごとに応じて変更する場合があります。

ステップ３ もしもの時に備えて考えておきましょう

　災害時の緊急的な対応を事前に考えておきましょう。

例 1  大雨などにより、避難場所までの経路が危険と思われる場合は、近くのより安全だと思われる建物（最上階
が浸水しない建物など）に移動しましょう。

例 2 　外出すら危険と思われる場合は、建物内のより安全と思われる部屋（上層階の部屋、山からできるだけ離れ
た部屋）に移動しましょう。

問合せ先　防災安全課　☎34‒8721

ステップ２ 発令される避難情報を確認しましょう

　発令される避難情報の入手方法（町ホームページや防災無線など）を確認しましょう。

避難準備情報などの名称が変更されました

変更前 変更後
避難情報の種類 避難情報の種類 発令時の状況 どのような行動をとるべきか

避難準備情報 避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告や避難指示
（緊急）を発令するこ
とが予想される場合

◦いつでも避難ができるよう準備をし
ましょう。

　身の危険を感じる人は、避難を開始
しましょう。

◦避難に時間を要する人（ご高齢の人、
障がいのある人、乳幼児をお連れの
人など）は、避難を開始しましょう。

避難勧告 避難勧告
災害による被害が予
想され、人的被害が
発生する可能性が高
まった場合

◦避難場所へ避難をしましょう。

避難指示 避難指示
（緊急）

災害が発生するなど
状況がさらに悪化し、
人的被害の危険性が
非常に高まった場合

◦まだ避難していない場合は、すぐに
その場から避難をしましょう。

◦外出することでかえって命に危険が
及ぶような状況では、自宅内のより
安全な場所に避難をしましょう。

適切な避難を行うために、家族や地域で確認！　3ステップ

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
に
軽
自
動

車
な
ど
を
所
有
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
人
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
車
両
を
解
体
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た
場
合

で
も
、
3
月
31
日
ま
で
に
廃
車
や
名
義
変
更
の

手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
車
両
登
録

上
の
持
ち
主
に
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
手
続
き
が
ま
だ
の
人
は
、
次
の
場
所
で
手
続

き
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
各
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
販
売
店
な
ど
に
手
続
き
を
依
頼
す
る
場
合
は
、

手
続
き
完
了
日
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き
は
3
月
31
日
ま
で
に

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
ｃ
ｃ
ま
で
）、

農
耕
用
車
両
、
小
型
特
殊
車
両
、
ミ
ニ
カ
ー

税
務
課

宮
崎
・
越
前
・
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

軽
二
輪
（
１
２
５
ｃ
ｃ
超
〜
２
５
０
ｃ
ｃ
）、

小
型
二
輪
（
２
５
０
ｃ
ｃ
超
）

　
福
井
運
輸
支
局
（
福
井
市
西
谷
）

　
☎
０
７
７
６‒

３
４‒

１
６
０
１

軽
自
動
車
（
三
輪
、
四
輪
）

軽
自
動
車
検
査
協
会
福
井
事
務
所

（
福
井
市
浅
水
町
）

☎
０
５
０‒

３
８
１
６‒

１
７
７
４

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９
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町
で
は
、
要
件
に
該
当
し
日
常
的
に
自
動
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
乗
車
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
中
に
交
付
し
た
乗
車
券
は
、
3

月
末
で
有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
。
4
月
以
降
も

乗
車
券
が
必
要
な
人
は
、
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。

対
象
者

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳　

1
級
の
人
、
視
覚
・

下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
で
2
級
の
人

・
療
育
手
帳　
Ａ
1
、
Ａ
2
の
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　
1
級
、
2

級
の
人

※
次
の
人
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
医
療
機
関
に
入
院
中
、施
設
に
入
所
中
の
人

・
自
分
で
自
動
車
を
運
転
す
る
人
（
体
調
不

良
な
ど
で
一
時
的
に
運
転
し
な
い
場
合

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

※
対
象
に
な
る
障
が
い
の
等
級
は
、
各
障
が

い
の
個
別
の
等
級
で
判
断
し
ま
す
。
例
え

ば
、
上
肢
障
が
い
3
級
と
下
肢
障
が
い
4

級
の
人
は
、
総
合
等
級
で
2
級
に
な
り
ま

す
が
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
金
の
額

　
タ
ク
シ
ー
小
型
初
乗
り
運
賃
額

※
乗
車
券
は
1
年
間
に
24
枚
で
、
年
度
途
中

で
申
請
す
る
場
合
は
、
月
割
り
し
た
枚
数

に
な
り
ま
す
。

※
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
、
再
交
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
更
新
の
お
知
ら
せ

手
続
方
法

印
鑑
と
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
参
の
上
、
福

祉
課
、
宮
崎
・
越
前
・
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス

室
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

見　本 見　本 見　本

　団塊の世代が75歳以上になる平成37年（2025年）に向けて、単身高齢者世帯・高齢者夫婦のみ世帯や認知症高
齢者なども増加することが予想されます。住み慣れた地域で自分らしい、自立した生活を送ることができるよう、 「地
域で支え合うまち越前町」を基本に介護予防と自立した日常生活を目的としたサービスを目指します。

　介護保険制度の改正で、「要支援」の人が全国一律の基準で利用していた訪問介護（ヘルパー派遣）と通所介護（ディ
サービス）が、各市町が実施する総合事業へ移行します。
　サ－ビス選択の幅が広がり、一人ひとりの状態にあったサ－ビス利用で、みなさんの生活と介護予防を支えます。

相談窓口
要支援・要介護認定を受けている人は、担当のケアマネジャーにご相談ください。

「困っているけど、どんなサ－ビスがあるのかわからない」などの質問は、健康保険課、地域包括支援センターに
ご相談ください。

問合せ先　健康保険課　　　　　　☎34‒8710
　　　　　地域包括支援センター　☎34‒8729

【現　行】 【4月から】

総　合　事　業

介護予防サ－ビス（要支援1・2の人）

訪問看護・福祉用具貸与など

①訪問型サ－ビス
◦現行の訪問介護に相当
◦緩和した基準によるサ－ビス（家事援助）

②通所型サ－ビス
◦現行の通所介護に相当
◦緩和した基準によるサ－ビス（ミニディ）
◦短期集中予防サ－ビス
　（運動・口腔・認知・栄養）

つるかめ体操教室・ニコニコ教室などつるかめ体操教室・ニコニコ教室など

介護予防サ－ビス（要支援1・2の人）

1. 介護予防・生活支援サ－ビス
　 （要支援1・2と事業対象者※）

2. 一般介護予防事業
　 （65歳以上のすべての人）

介護予防事業
（65歳以上のすべての人）

越前町介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）が4月から始まります

どのように変わるのですか？

①訪問介護（ヘルパ－派遣）
②通所介護（ディサ－ビス）

訪問看護・福祉用具貸与等など

変　　更

変 更

介護サ－ビス（要介護1 ～ 5の人）介護サ－ビス（要介護1 ～ 5の人） 変更なし

変更なし

※事業対象者とは、生活機能の低下がみられる人で
　簡易な問診票と基本チェックリストに該当する人。

男女共同参画・人権のとびら認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

～男女共同参画宣言都市越前町～
えちぜん男女共同参画まちづくり推進員募集！

Vol.9

家庭・地域・職場・学校
それぞれの場で、お互いを思いやり、ともに個性や能力を生かし合う。

だれもがいきいきと輝くまちづくりに、あなたの力を！

　平成29年度をむかえるにあたり、認め合い男女の心をつなぐまちづくりにご参加いた
だける人を募集しています。

募集要領
人　　数	 若干名
任　　期	 4月1日～平成31年3月31日（2年間）
応募資格	 男女共同参画推進に関心があり、積極的

に活動できる町内在住もしくは町内勤務
している人。

活動内容	 地域での推進策の企画・実施と年間5回
程度の会議（主に夜に開催）	

募集期限	 3月17日（金）
▲まちづくり推進員会
　の様子（6月）
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町
で
は
7
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な
る
農
業

委
員
と
、
新
設
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
公
募
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
の
任
命
に
あ
た
り
、
議
会
の
同
意

を
得
る
前
に
候
補
者
の
個
人
や
法
人
・
団
体
の

推
薦
と
個
人
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
候
補
者
は
、

定
め
ら
れ
た
区
域
ご
と
に
個
人
や
法
人
・
団
体

の
推
薦
と
個
人
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数

　
農
業
委
員　
15
人

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　
9
人

対
象
者

　
農
業
委
員

農
地
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項
そ

の
他
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項

に
関
し
て
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
人
。

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意

と
識
見
を
有
す
る
人
。

委
員
の
任
期

　
農
業
委
員

　
　
平
成
29
年
8
月
1
日
か
ら

　
　
平
成
32
年
7
月
31
日
（
3
年
間
）

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

町
農
業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

平
成
32
年
7
月
31
日
（
3
年
）

越
前
町
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

委
員
の
選
考
方
法

　
農
業
委
員

町
農
業
委
員
候
補
者
選
定
委
員
会
で
書
類

選
考
な
ど
の
上
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、

町
長
が
任
命
し
ま
す
。

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

町
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
候
補
者
選

定
委
員
会
で
書
類
選
考
な
ど
の
上
、
町
農

業
委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

受
付
期
間

　
3
月
21
日
㈫
～
4
月
21
日
㈮（
土
日
を
除
く
）

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

　
郵
送
の
場
合
は
、
4
月
21
日
㈮
必
着

応
募
方
法

推
薦
用
紙
・
応
募
用
紙
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
、
宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
推
薦
用
紙
・
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
農
業
委
員
会

事
務
局
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
推
薦
用
紙
・
応
募
用
紙
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

問
合
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
林
水
産
課
内
）

　
☎
３
４‒

８
７
０
４

　
青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
手
段
で
す
。

　
青
色
申
告
に
は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
国
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
で
、
青
色
申
告
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に
は
、
個
人
の
場
合
、
3
月
15
日
ま
で
に
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
申
請
を
す
る
と
、
平
成
29
年
分
の
所
得
か
ら
青
色
申
告
が
で
き
ま
す
。（
申
告
時
期

は
、
平
成
30
年
2
～
3
月
）

◦「
正
規
の
簿
記
」
と
「
簡
易
な
方
式
」
が
あ
り
ま
す
。「
正
規
の
簿
記
」
は
、
複

式
簿
記
で
す
。「
簡
易
な
方
式
」
は
、
白
色
申
告
に
は
な
い
現
金
出
納
帳
な
ど

の
整
備
が
必
要
で
す
。

◦
青
色
申
告
特
別
控
除
と
し
て
、「
正
規
の
簿
記
」
の
場
合
は
65
万
円
を
、「
簡
易
な

方
式
」
の
場
合
は
10
万
円
を
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

◦
損
失
額
を
翌
年
以
後
3
年
間
（
法
人
は
9
年
間
）
に
わ
た
っ
て
繰
り
越
し
て
、

各
年
分
の
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
ま
た
、
繰
越
し
に
代
え
て
損
失
額
を

前
年
に
繰
り
戻
し
て
、前
年
分
の
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

農
業
者
の
み
な
さ
ん
、
青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う 

　
収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
や
価
格
低
下
な
ど
も
含

め
た
収
入
減
少
を
補
塡
す
る
仕
組
み
で
す
。

●
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）
が
対
象
で
す

　
◦
5
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
る
人
が
基
本
で
す
が
、
青
色
申
告
の
実
績
が
1
年
分
あ
れ
ば

加
入
で
き
ま
す
。

●
収
入
が
基
準
収
入
の
9
割（
5
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
必
要
）を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た

額
の
9
割（
支
払
率
）を
補
塡
し
ま
す

　
◦
基
準
収
入
は
、
過
去
5
年
間
の
農
産
物
の
販
売
収
入
の
平
均
を
基
本
と
し
、
規
模
拡
大
な
ど
当

年
の
営
農
計
画
な
ど
も
考
慮
し
て
設
定
し
ま
す
。

　
◦
補
償
限
度
額
、
支
払
率
は
複
数
の
割
合
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

　
◦
「
掛
捨
て
の
保
険
方
式
」
に
「
掛
捨
て
と
な
ら
な
い
積
立
方
式
」
を
組
み
合
わ
せ
る
か
ど
う
か

は
選
択
で
き
ま
す
。

●
保
険
料
・
積
立
金
を
支
払
っ
て
加
入
し
ま
す
（
任
意
加
入
）

　
◦
保
険
料
は
、
掛
捨
て
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
率
は
、
今
後
変
更
が
あ
り
得
ま
す
が
、
現
時
点
の

試
算
（
補
償
限
度
8
割
）
で
は
1
％
（
50
％
の
国
庫
補
助
後
）
で
す
。

　

◦
積
立
金
は
自
分
の
お
金
で
あ
り
、
補
塡
に
使
わ
れ
な
い
限
り
、
翌
年
に
持
ち
越
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

75
％
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

※
収
入
保
険
制
度
と
農
業
共
済
や
ナ
ラ
シ
対
策
な
ど
の
類
似
制
度
は
、
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　
☎
３
４‒

８
７
０
４

　
　
　
　
　
北
陸
農
政
局
福
井
支
局　
☎
０
７
７
６‒

３
０‒

１
６
１
１

収
入
保
険
制
度
の
具
体
的
な
仕
組
み
は
？

青
色
申
告
を
始
め
る
に
は
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

青
色
申
告
を
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

　平成28年1月から12月までに締結（公告）された農地の賃貸借における賃借料水準（10アールあたり）は、次
の表のとおりです。
　この水準は、農地法に基づき賃借料決定の参考として提供するものなので、実際の契約は、貸し手と借り手の両
者でよく協議した上で締結してください。

◦使用貸借権とは、借主が借用物を無償（0円）で使用収益できる権利です。

◦「―」は、農地法及び農業経営基盤強化促進法に基づく締結（公告）の該当データが「無」です。

◦データ数は、集計に用いた筆数です。平均額はデータ数による加算平均の値です。

◦データ数が5件未満の場合には、必要データ数を満たさないため記載してありません。

◦金額は、算出結果の100円以下を四捨五入しています。

◦賃借料が物納支給（水稲）の場合は、60kg あたり12,000円に換算しています。

農地の賃借料情報

公告された地域名 平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円）

データ数
（筆） 備　　考

旧朝日町

朝 日 地 区 6,800 12,000 5,000 421 使用貸借権設358筆

常 磐 地 区 ― ― ― ―

糸 生 地 区 4,700 6,000 3,000 199 使用貸借権設10筆

旧　宮　崎　村 7,500 ― ― 319 使用貸借権設158筆

旧織田町

織 田 地 区 ― ― ― ― 使用貸借権設65筆

萩 野 地 区 ― ― ― ―

常 磐 地 区 ― ― ― ―

旧越前町
四ヶ浦地区 ― ― ― ― 　

城 崎 地 区 ― ― ― ― 　使用貸借権設8筆

越 前 町 平 均 6,600 12,000 3,000 939 使用貸借権設定
599筆 (39.0%)

問合せ先
越前町農業委員会（農林水産課内）
☎34‒8704

広報 えちぜん 10平成29年３月号広報 えちぜん11 平成29年３月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ



　県では、大学・短大・高専・専修学校の学生のみなさんなどを対象として合同企業説明会を開きます。県内企業が
多く集まり、会社情報や採用計画などの最新情報をいち早く入手できますので、就職活動を控えた学生のみなさん
は、ぜひご参加ください。

ふくい合同企業説明会を開きます

　
解
雇
・
賃
金
な
ど
、
労
使
関
係
の
お
悩
み
や

不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
労
働
問
題
の
専
門
家
の
労
働
委
員
会
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要

で
す
。

日
時
・
場
所

　
嶺
北
会
場　
3
月
5
日
㈰

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

　
　
ア
オ
ッ
サ
6
階
研
修
室
（
福
井
市
手
寄
）

　
嶺
南
会
場　
3
月
18
日
㈯

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

　
　
敦
賀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
2
階
研
修
室
（
敦
賀
市
東
洋
町
）

職
場
で
の
悩
み
ご
と
無
料
相
談
会

　
ま
た
、
労
働
委
員
会
委
員
が
相
談
に
応
じ
る

夜
間
労
働
相
談
会
も
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

日　
時

　
①
3
月
28
日
㈫　
②
4
月
18
日
㈫

　
③
5
月
23
日
㈫　
④
6
月
27
日
㈫

　
⑤
7
月
25
日
㈫　
⑥
8
月
29
日
㈫

　
⑦
9
月
26
日
㈫

　
時
間
は
全
て
、
午
後
6
時
30
分
～
8
時

場　
所

　
県
庁
内
会
議
室

対
象
者

県
内
の
労
働
者
・
事
業
主
の
み
な
さ
ん
の
相

談
を
受
付
け
ま
す
。雇
用
形
態
も
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

夜
間
相
談
会
は
、
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
５
９
７

　

roui@
pref.fukui.lg.jp

ふるさと企業
魅力発見キャリア

フェア

ふくいで決めようUターン就職フェア

大阪会場 京都会場 名古屋会場 東京会場

日　時
3月4日（土）
午前11時〜
　	午後5時

3月20日（月・祝）
午後1時〜
　　　5時

3月21日（火）
午後1時〜
	　　4時30分

3月23日（木）
午後1時〜
　　4時30分

3月29日（水）
午後1時〜
　　4時30分

場　所
サンドーム福井

（越前市瓜生町）

OMMビル

（大阪市中央区大手前）

京都市勧業館
みやこめっせ
（京都市左京区
　岡崎成勝寺町）

名古屋市中小企業
振興会館

（名古屋市千種区吹上）

都立産業貿易
センター台東館

（東京都台東区花川戸）

企業数 230社 70社 50社 50社 50社

対象者

学生、保護者、
大学関係者、Uター
ンを考えている若者
（既卒者）。

※事前登録不要。

平成30年3月新規卒業予定者
福井県へのU・I ターン就職を希望する社会人（大阪会場のみ）
「働くなら、福井！」のホームページで事前登録ができます。

（http://www.hatarakunara-fukui.jp/）
※できるだけ事前登録をお願いします。

参加費 無　　　　　　料

問合せ先 福井県労働政策課
☎0776–20–0390

福井県若者・定住支援課
☎0776–20–0387

　

解
雇
や
退
職
、
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
、

い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
な
ど
、
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

県
労
働
局
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
個
別
労
働
紛
争
の
未
然
防
止
や
職
場
慣
行

を
踏
ま
え
た
円
満
・
迅
速
な
解
決
を
図
る
た
め

の
解
決
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。
福
井
・
武
生
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
女
性
相
談
員
も
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ問

合
せ
先

　
福
井
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
（
福
井
春
山
合
同
庁
舎
内
）

　
　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

３
３
６
３

　
武
生
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
（
武
生
労
働
基
準
監
督
署
内
）

　
　
☎
２
３‒

１
４
４
０

法
務
局
の
登
記
相
談
は
予
約
制
で
す

　
福
井
地
方
法
務
局
の
各
登
記
所
で
は
、
各
種

登
記
の
申
請
に
関
す
る
登
記
相
談
の
待
ち
時
間

を
減
ら
し
、
よ
り
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
予
約
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
の
際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
各
登
記
所

へ
電
話
で
予
約
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

相
続
登
記
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
相
続
し
た
不
動
産
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
東
日
本

大
震
災
以
降
報
道
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
的

な
関
心
を
集
め
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
相
続
登
記
が
放
置
さ
れ
る
と
、
所
有
者
の
把

握
が
困
難
に
な
り
、
公
共
事
業
が
進
ま
な
く

な
っ
た
り
、
空
き
家
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
福
井
地
方
法
務
局
で
は
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
相

続
登
記
」
と
し
て
、
相
続
登
記
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
不
動
産
の
所
有
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
は
、
相
続
登
記
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局

　
登
記
相
談
窓
口

　
☎
２
２‒

８
０
２
４

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
移
住
を
希
望
さ
れ
る
人
に
空
き
家

を
紹
介
す
る
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
紹
介
で
き
る
空
き
家
が
少
な
い

た
め
、
移
住
希
望
者
の
思
い
に
応
え
き
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　
空
き
家
を
お
持
ち
で
し
た
ら
、「
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
」
に
登
録
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
登
録

に
は
、
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空
き
家
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん

自
衛
官
幹
部
候
補
生

　
一
般
（
男
・
女
）

受
験
資
格

　
22
歳
以
上
～
26
歳
未
満

※
20
歳
以
上
～
22
歳
未
満
の
者
は
、
大
卒
（
見
込
み
含
む
）

※
修
士
過
程
修
了
者
等
（
見
込
み
含
む
）
は
、
28
歳
未
満

　
歯
科
・
薬
剤
科
（
男
・
女
）

受
験
資
格

20
歳
以
上
～
30
歳
未
満
で
、
専
門
の
大
卒
（
見
込
み
含
む
）

※
薬
剤
科
は
、
20
歳
以
上
～
28
歳
未
満

　
受
付
期
間　
3
月
1
日
㈬
～
5
月
5
日
㈮

予
備
自
衛
官
補

　
一
般
（
男
・
女
）

受
験
資
格　
18
歳
以
上
～
34
歳
未
満

　
技
能
（
男
・
女
）

受
験
資
格　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
保
有
者

※
資
格
に
よ
り
53
歳
未
満
～
55
歳
未
満

　
受
付
期
間
　

4
月
7
日
㈮
ま
で

問
合
せ
先

　
自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部　
越
前
地
域
事
務
所　
☎
２
２‒

６
１
３
９

誇
り
を
胸
に　
自
衛
官
募
集

　
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
放
送
の
送
信
所
が
福
井
市
足
羽

山
で
4
月
に
開
局
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
開
局

す
る
と
、
Ｆ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
放
送
が
Ｆ
Ｍ
放
送

で
も
聴
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
と
は

　
電
波
が
広
範
囲
に
届
く
も
の
の
、
建
造
物
や

電
子
機
器
が
障
が
い
に
な
り
や
す
く
、
外
国
波

の
影
響
も
受
け
や
す
い
Ａ
Ｍ
放
送
を
、
電
波
障

害
や
災
害
に
強
い
Ｆ
Ｍ
の
周
波
数
を
使
っ
て
補

完
的
に
放
送
す
る
こ
と
で
す
。

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
の
聴
取

　

周
波
数
は
Ｆ
Ｍ
９
４
．６
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
で
、

現
在
試
験
電
波
を
発
射
中
で
す
。
90
メ
ガ
ヘ
ル

ツ
以
上
の
周
波
数
に
対
応
し
た
ラ
ジ
オ
や
ス
テ

レ
オ
コ
ン
ポ
な
ど
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

福
井
放
送
の
ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
９
４
．６
が
開
局
し
ま
す

　
た
だ
し
、
越
前
海
岸
沿
い
な
ど
一
部
受
信
で

き
な
い
地
域
や
受
信
で
き
な
い
ラ
ジ
オ
の
機
種

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
も
引
き
続
き
放
送
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
福
井
放
送
㈱
ラ
ジ
オ
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
６‒

５
７‒

０
８
６
４  

問
合
せ
先　
定
住
促
進
課　
☎
３
４‒

８
７
２
７
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A word from the international arena...

Vol.122
国際交流室から一言

ワールドキッチン in 越前町を開きました

オーストラリア国際交流派遣事業

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　2月19日、越前町生涯学習センターで、外国出身者を講師として招き、参加者と一緒に講師のみな
さんの出身国の料理を作りました。このイベントは、食を通じての国際交流を目的としています。
　台湾・モンゴル・チリ・メキシコ・ベトナム・マレーシアの6つのグループに分かれ、ダンピン（台湾
の甘くないクレープ）やエン・サラダ（メキシコのマカロニサラダ）など、あわせて6種類のメニュー
を作りました。会場となった調理室は、ココナツやチリ、香草など多彩な外国の香りに包まれました。
　また、今回は町国際交流協会の会員のみなさんの他に、町内外の中高生にもスタッフとして協力し
てもらいました。企画の段階から幅広い意見を取り入れることができ、協力しながらイベントに挑み
ました。
　イベントの後半は、交流会を行い、約90人の参加者が世界の料理を試食しながら、講師の母国語で
の会話にチャレンジしたり、クイズを楽しみました。講師のみなさんがいきいきと、料理やクイズの
答えを解説されていたのが印象的でした。
　当日の様子は、丹南ケーブルテレビの「～丹南ふれあい百景～おたっしゃ珍道中」で3月11日㈯か
ら放送されます。

　3月15日（水）から3月28日（火）までの約2週間、町内の中高生16人が南オーストラリア州のバー
ドウッド高校に派遣されます。派遣生は、地元の家庭にホームステイしながら、授業に参加し、地域
の人たちと触れ合います。
　派遣事業に向けて、派遣生は11回の事前研修に
参加し、英語やコミュニケーション方法、オースト
ラリアの文化を学びました。もちろん、町と日本の
代表として、オーストラリアで町のPRができるよ
うに、日本の文化と歴史も学びました。
　派遣生は、オーストラリアでたくさんのことを学
び、体験し、将来、町の国際交流の発展の担い手と
なって、成長してくれることでしょう。

　
今
回
紹
介
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
上
川
去
地
区
の
伊
部
あ
み
か
さ
ん
で
す
。

　
伊
部
さ
ん
は
、
丹
生
高
校
弓
道
部
に
所
属
し
、
昨
年
の
12
月
に
開
か
れ
た
、「
第

35
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
」
に
出
場
し
、
個
人
7
位
入
賞
と
、
体
配
・

射
技・的
中
の
す
べ
て
に
優
れ
て
い
る
人
に
贈
ら
れ
る「
技
能
優
秀
賞
」を
受
賞
す
る
な
ど
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手
で
す
。

　
伊
部
さ
ん
は
、
丹
生
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
、
友
人
に
誘
わ
れ
体
験
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
弓
道
を
始
め
ま
し
た
。

　
弓
道
を
始
め
て
ま
だ
日
は
浅
い
で
す
が
、
好
き
な
の
で
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
の
思
い
通
り
の
結
果
に
な
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
と

て
も
辛
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
練
習
で
は
、「
正
射
必
中
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
、基
本
練
習
の
ゴ
ム
弓
（
射
形
の
練
習
）

を
大
事
に
し
、
射
込
む
と
き
は
い
つ
で
も
本
番
の
よ
う
な
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な
よ
り
も
上
手
く
な
り
た
い
の
で
、
朝
練
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

部
活
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
自
主
練
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
弓
道
の
魅
力
を
聞
く
と
、「
礼
儀
が
身
に
つ
き
、
自
分
自
身
と
向
き
合
え
る
こ
と
、
さ
ぼ

れ
ば
結
果
が
悪
く
な
り
、
努
力
す
れ
ば
良
い
結
果
が
出
る
。
ま
た
、
物
事
に
動
じ
な
い
、

い
わ
ゆ
る
不
動
心
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
弓
道
を
始
め
て
か
ら
は
、「
早
寝
早
起
き
を
し
、
規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
体
調
管
理
が
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
ご
両
親
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、「
8
月
に
あ
る
平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
に
出
場
し
、
入
賞
す
る
こ
と
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
伊
部
さ
ん
の

さ
ら
な
る
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

福井県立丹生高等学校2年

伊部  あみかさん
（上川去地区　弓道）

みつけた！ わが町の
アスリート

Athlete of Our Town

　

雨
田
光
平
記
念
館
で
は
展
示
作
業
の
た
め
、

次
の
期
間
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　
間　
3
月
21
日
㈫
～
31
日
㈮

　
夕
方
見
守
り
運
動
は
、
子
ど
も
の
声
か
け
事

案
が
発
生
し
や
す
い
夕
方
に
、
家
の
前
の
掃
除

や
花
の
水
や
り
、
犬
の
散
歩
な
ど
を
行
い
地
域

の
子
ど
も
を
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

雨
田
光
平
記
念
館　
展
示
替
休
館
の
お
知
ら
せ

「
夕
方
見
守
り
運
動
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

臨
時
休
館
中
お
問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

す
。
地
域
の
大
人
が
誘
い
合
い
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
ど
も
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　
福
井
県
県
民
安
全
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
７
４
５

　
今
、
開
発
途
上
国
で
は
様
々
な
分
野
で
、
わ

た
し
た
ち
の
技
術
や
知
識
、
経
験
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
今
年

度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
た
め
、「
体
験
談
＆

説
明
会
」
を
開
き
ま
す
。
内
容
は
、
事
業
概
要

や
経
験
者
と
の
交
流
、
個
別
相
談
な
ど
で
す
。

興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
高
校
生
、
大
学
生
も
歓

迎
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

　
3
月
19
日
㈰　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

　
国
際
交
流
会
館
（
福
井
市
宝
永
）

※
シ
ン
ハ
ラ
語
体
験
授
業
イ
ベ
ン
ト
も
あ
わ

せ
て
行
な
い
ま
す
。

　
4
月
22
日
㈯　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

　
福
井
大
学
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス（
福
井
市
文
京
）

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
扉
を
た
た
い
て
み
ま
せ
ん
か

募
集
期
間

　
3
月
31
日
㈮
～
5
月
10
日
㈬

募
集
内
容

　
◦
青
年
海
外
協
力
隊
（
20
歳
～
39
歳
）

　
◦
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
（
40
歳
～
69
歳
）

※
職
種
は
、
農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操
作
、

土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文
化
、
社
会

福
祉
、
観
光
・
商
業
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
種

問
合
せ
先

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
係　
　

☎
０
７
６‒

２
３
３‒

５
９
３
１

▲6か国の料理を作りました ▲クイズで交流を図りました
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平成28年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  1月16日～ 2月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成28年度　上川去地区農道舗装工事（その4） 上 川 去 2,052,000 大門建設㈱ 農林水産課
平成28年度　上川去地区農道舗装工事（その5） 上 川 去 1,890,000 山中建設㈱ 農林水産課
平成28年度　町道福井線道路改良工事（その1） 上 糸 生 3,931,200 斉藤建設㈱ 建 設 課
平成28年度　町道福井線道路改良工事（その2） 上 糸 生 4,892,400 斉藤建設㈱ 建 設 課
平成27年度（繰）　町道血ヶ平梨子ヶ平線法面補修工事（その3） 血 ヶ 平 4,212,000 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課
平成27年度（繰）　町道血ヶ平梨子ヶ平線法面補修工事（その4） 血 ヶ 平 2,554,200 大門建設㈱ 建 設 課
平成28年度　町道西大井線道路線形改良詳細設計業務 上 川 去 5,022,000 ㈱構造設計研究所 建 設 課
平成28年度　道路橋定期点検業務（その2） 朝 日 他 4,266,000 ㈱サンワコン 建 設 課
平成28年度　道路橋定期点検業務（その3） 江 波 他 1,717,200 ㈱構造設計研究所 建 設 課
平成28年度　町道栃川線消雪施設整備事業　さく井工事 天 宝 12,744,000 藤田さく泉工業㈱ 建 設 課
平成28年度　町道漆本線道路舗装工事 佐 々 生 2,160,000 山中建設㈱ 建 設 課
平成28年度　町道窯業試験場線道路舗装補修工事 小 曽 原 1,609,200 大門建設㈱ 建 設 課
平成28年度　織田地区小河川維持補修工事 織 田 2,808,000 ㈱山﨑組 建 設 課
平成28年度　上川去区特定空き家等解体工事 上 川 去 2,089,152 岬建設㈱ 定住促進課
平成28年度　気比庄第2団地解体工事 気 比 庄 2,484,000 大門建設㈱ 定住促進課

平成28年度　布殿浄水場活性炭取替工事 梅 浦 12,960,000 JFE エンジニア
リング㈱大阪支店 上下水道課

平成28年度　朝日浄化センター 2系汚水流量計取替工事 気 比 庄 5,194,800 ㈲細川電工 上下水道課

平成28年度　高佐多目的グラウンドフェンス改修工事 高 佐 1,263,600 橋本建設㈱ 生涯学習セン
ター越前分館

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

消防署からのお知らせ

　平成29年1月29日に、朝日分遣所で越前消防団朝日地区第4分団車（金谷、青野、頭谷、茱原、境野
を管轄）の入魂式および引渡式が行われました。
　配備された消防ポンプ自動車は、総排気量4,000cc のディーゼルエンジンを搭載した低床四輪駆動方
式で、悪路や雪道でも高い性能を発揮します。さらに、A-1級ポンプが装備され、毎分2,800リットル以
上の放水が可能となりました。また、従来の車両より収納スペースの増加、操作の簡略化が図られ、災害
現場はもちろん、消防操法にも考慮した構造となっています。

越前消防団朝日地区第4分団車更新
最新ポンプ自動車配備

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

春の火災予防運動
3月20日㈪〜3月26日㈰

①　寝たばこやたばこの投げ捨てをせず、たばこの火はしっかり消す。
②　ストーブの近くには燃えやすいものを置かず、給油するときは火を消す。
③　料理をしているときはその場を離れず、離れるときは火を消す。
④　消火の備えを万全にする。

火事防止のポイント

春先は風が強く、空気が乾燥し、火災が起こりやすい季節です。
火災は、あなたのちょっとした不注意で起こります。
今一度、家族みんなで防火について話し合いをしましょう。

▲更新された朝日地区第4分団車 ▲引渡式の様子

　
県
で
は
、
若
者
の
出
会
い
・
結
婚
を
応
援
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
地
域
の
縁
結
び
さ
ん
」
の

活
動
拠
点
「
ふ
く
い
縁
結
び
交
流
室
」
の
オ
ー

プ
ン
を
記
念
し
て
、「
結
婚
応
援
ふ
く
い
大
会
」

を
開
き
ま
す
。
結
婚
に
ご
興
味
の
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

結
婚
応
援
ふ
く
い
大
会

日　
　
時　
3
月
18
日
㈯　
午
後
1
時
～
3
時

場　
　
所　
生
活
学
習
館
（
福
井
市
下
六
条
）

講　
　
師　
白
河  

桃
子 

氏

　
　
　
　
　
（
少
子
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

演　
　
題　
現
代
結
婚
事
情
を
読
み
解
く

定　
　
員　
２
０
０
人

参
加
費　
無
料
（
要
申
込
み
）

　
あ
わ
せ
て
、
独
身
者
向
け
結
婚
相
談
会
も
開

き
ま
す
。「
地
域
の
縁
結
び
さ
ん
」
が
結
婚
相

談
に
応
じ
ま
す
。

時　
　
間　
午
前
10
時
～
正
午

定　
　
員　
15
人
（
要
申
込
み
）

参
加
費　
無
料

問
合
せ
先　
福
井
県
女
性
活
躍
推
進
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
３
６
２

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
は
、
番
組
に

寄
せ
ら
れ
た
手
紙
を
も
と
に
旅
人
の
俳
優
・
火

野
正
平
さ
ん
が
、
自
転
車
で
日
本
を
縦
断
す
る

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
を
放
送
し
ま
す
。

　
現
在
、福
井
県
を
含
む「
２
０
１
７
春
の
旅
」

の
ル
ー
ト
を
決
め
る
手
紙
を
募
集
中
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集
中

　
人
生
を
変
え
た
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
ず
っ

と
残
し
た
い
ふ
る
さ
と
の
風
景
、
誰
か
に
そ
っ

と
教
え
た
い
こ
こ
ろ
の
絶
景
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

放
送
予
定　
5
月
15
日
㈪
～
19
日
㈮

　
　
　
　
　
（
福
井
県
が
舞
台
）

放
送
時
間　
午
前
7
時
45
分
～
7
時
59
分

　
　
　
　
　
（
月
～
金
曜
日
）

　
　
　
　
　
午
後
7
時
～
7
時
29
分

　
　
　
　
　
（
火
～
金
曜
日
）

募
集
締
切　
4
月
10
日
㈪
必
着

問
合
せ
先　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
０
５
７
０‒

０
６
６‒

０
６
６

広報 えちぜん17 平成29年３月号
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I n f o r m a t i o nえちぜん



　
3
月
20
日
に
終
了
と
な
る
越
前
が
に
漁
を
締
め

く
く
る
越
前
か
に
感
謝
祭
を
今
年
も
開
き
ま
す
。

　
特
選
か
に
汁
や
、
越
前
が
に
な
ど
の
新
鮮
魚

介
類
の
販
売
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
バ
ル
ー

ン
シ
ョ
ー
や
、
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ

大
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
越
前
か
に
太
郎
と

遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

日　
時　
3
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場　
所　
道
の
駅
「
越
前
」
駐
車
場

　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
ご
好
評
に

つ
き
、
第
3
回
か
に
塾
を
開
き
ま
す
。

日　
時　
3
月
12
日
㈰

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

場　
所　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
習
室

講　
師　
大
間　
憲
之

　
　
　
　
（
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
主
任
研
究
員
）

テ
ー
マ　
さ
か
な
の
進
化
と
生
態

定　
員　
20
人（
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
）

参
加
費　
無
料
（
た
だ
し
、
入
館
料
が
必
要
）

入
館
料　
大
人
５
０
０
円　
子
ど
も
３
０
０
円

第
4
回
越
前
か
に
感
謝
祭
の
ご
案
内

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
第
3
回 

カ
ニ
塾
の
ご
案
内

問
合
せ
先　
越
前
か
に
感
謝
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

１
２
３
４

　
ま
た
、
当
館
で
は
、
1
月
に
ふ
わ
ふ
わ
と
か

わ
い
い
越
前
が
に
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
越
前
が
に
の
赤
ち
ゃ
ん
（
幼
生
）
は
、
自
然

界
で
は
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
ふ
化
し
ま
す

が
、
当
館
で
は
例
年
よ
り
1
か
月
ほ
ど
早
く
水

槽
内
で
ふ
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ふ
化
し
た
幼

生
は
、
脱
皮
を
繰
り
返
し
、
3
か
月
後
に
は
稚

が
に
へ
と
成
長
し
ま
す
。

　
現
在
、
大
間
主
任
研
究
員
に
よ
る
幼
生
か
ら

稚
が
に
生
産
へ
の
研
究
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

来
館
さ
れ
た
み
な
さ
ん
も
成
長
過
程
を
観
察
で

き
ま
す
の
で
、
か
に
塾
と
あ
わ
せ
て
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

※
越
前
が
に
の
赤
ち
ゃ
ん
の
様
子
は
3
月
下
旬

頃
ま
で
水
槽
内
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

２
６
２
６

▲越前がにの赤ちゃん
　（ゾエア）

　
福
井
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で
は
、
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
不
動
産
セ
ミ
ナ
ー

を
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
箱
根
駅
伝
3
連
覇
の
偉
業
を
成
し

遂
げ
ら
れ
た
青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
監
督

の
原
晋
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。

日　
　
時　
3
月
26
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

不
動
産
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

場　
　
所　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
（
福
井
市
田
原
）

講　
　
師　
原　
晋 

氏

演　
　
題　
箱
根
駅
伝
か
ら
学
ぶ
人
材
活
用
術

　
　
　
　
　
～
マ
ラ
ソ
ン
で
人
も
ま
ち
も
活
性
化
～

参
加
費　
無
料

問
合
せ
先　
福
井
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
４‒

０
６
８
０
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I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ

　

越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
で

は
、
越
前
海
岸
の
素
晴
ら
し
い
風
景
や
生
活
文

化
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
写
真
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
募
集
は
、
越
前
地
区

で
1
月
1
日
～
3
月
31
日
の
間
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法

下
記
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
デ
ー
タ
を

添
付
の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
①
作
品
タ
イ
ト
ル　
②
撮
影
場
所

　
③
撮
影
年
月
日　
　
④
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

　
⑤
住
所　
　
　
　
　
⑥
電
話
番
号

※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
ひ
と
り

5
点
ま
で
に
限
り
ま
す
。

越
前
海
岸
・
四
季
と
く
ら
し
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト　
冬
季
作
品
募
集

問
合
せ
先

　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
☎
３
７‒

７
７
１
０

　

com
m

unity@
echizen-area-c.net

　
朝
日
福
寿
会
連
合
会
で
は
、
毎
年
3
月
頃
に

講
演
会
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ

ん
の
要
望
に
沿
っ
た
内
容
に
努
め
、
参
加
者
は

１
５
０
～
２
０
０
人
程
に
増
え
、
会
員
の
み
な

さ
ん
か
ら
は
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
開
講
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人

は
会
員・非
会
員
を
問
わ
ず
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

越
前
町
老
人
ク
ラ
ブ　
講
演
会
の
ご
案
内▲ 去年の講演会の様子 ▼

日　
時　
3
月
12
日
㈰

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　
所　
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
朝
寿
殿
）

演　
題　
気
づ
く
こ
と
の
大
切
さ

講　
師　
等
覚
寺
（
内
郡
）
住
職

　
　
　
　
寺
坂 

智
昭 

氏

　
町
文
化
協
議
会
主
催
の
芸
能
祭
を
開
き
ま
す
。

　
町
内
で
活
動
し
て
い
る
太
鼓
、
剣
詩
舞
、
ダ

ン
ス
な
ど
24
団
体
が
出
演
し
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日　
　
時　
3
月
12
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
0
時
30
分　
開
場

　
　
　
　
　
午
後
1
時　
開
演

場　
　
所　
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
）

第
8
回　
越
前
町
文
化
協
議
会　
芸
能
祭

出
演
団
体

　
太
鼓越

前
陶
芸
太
鼓
保
存
会

福
井
県
日
吉
太
鼓

　
吟
舞宮

崎
物
語
ク
ラ
ブ

宗
生
流
剣
詩
舞
道
会

　
越
前
会
、
宮
崎
子
供
、
織
田
、
あ
さ
ひ
、

　
あ
さ
ひ
少
年
教
室
、
宮
崎
、

　
あ
さ
ひ
幸
若
の
会

　
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

宮
崎
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス　
ク
ワ
ヒ
ヴ
ィ
会

フ
ラ
ダ
ン
ス 

ア
イ
ア
イ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ

　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

宮
崎
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｓ

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス 

Ｅ
ｚ 

Ｓ
ｅ
ａ

織
田 

Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｅ 

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
Ｏ･

Ｔ･

Ａ

　
詩
吟堅

世
流 

吟
友
会

紫
洲
流
福
井
明
吟
会 

朝
日
支
部

吟
道
光
世
流 

朝
日
支
部

　
日
舞藤

真
会

千
里
会

　
民
踊カ

ト
レ
ア

お
り
づ
る
会

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

　

作
品
の
テ
ー
マ
は
「
天て

ん

海か
い

の
煌

き
ら
め
き

！！~

音
と

光
の
競
演~

」
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
①
封
書
に
よ
る
郵
送

画
像
を
格
納
し
た
Ｃ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
手
書

き
の
用
紙
を
梱
包

　
②
電
子
応
募

必
要
事
項
を
明
記
し
て
、
応
募
用
紙
・
デ
ザ

イ
ン
の
画
像
を
添
付
し
、e-com

m
unity@

tow
n.echizen.lg.jp

ま
で
電
子
メ
ー
ル
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
　
※
複
数
応
募
可
能
で
す
。

必
要
事
項

①
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
プ
リ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン

②
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
た
思
い
や
理
由

③
応
募
者
に
関
す
る
情
報　

氏
名
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・
職

業
（
学
生
は
学
校
名
）・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
７
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
事
項

◦
営
利
目
的
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
デ
ザ
イ

ン
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

◦
デ
ザ
イ
ン
に
利
用
で
き
る
色
は
、
単
色
と

し
ま
す
。

◦
デ
ザ
イ
ン
の
プ
リ
ン
ト
可
能
な
範
囲
は
、

前
面
・
背
面
と
も
に
33
㎝
×
35
㎝
角
以
内

と
し
ま
す
。

◦
デ
ザ
イ
ン
は
「
２
０
１
７
年
」
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
し
、
前
面
か
背
面

に
必
ず
「
越
前
」
の
文
字
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

賞　
大
賞
1
点
（
賞
金
1
万
円
）

応
募
締
切　
3
月
10
日
㈮

問
合
せ
先

　
越
前
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
３
７‒

１
５
０
１

▲宮崎 LITLLE BOARS

▲宗生流剣詩舞道会　宮崎子供



転んでも平気で起きる底力	 山田千栄子
平気だよ強がる孫の涙顔	 松村　典子川 柳 私の心模様は多面体	 冨田コズヱ

豹柄の好きな女に見る弱さ	 渡辺　照子川 柳

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

※番組は予告なく変更されることがありますので、
ご了承ください。
※その他の番組の放送予定は、電話または丹南ケー
ブルテレビのホームページでご確認ください。

問合せ先		丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　		☎51－0101			Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　		URL／ http：//www.t-catv.co.jp

3月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※越前町いきいき情報局のバック
ナンバーは、町公式動画チャン
ネルでご覧いただけます。

図　書　館　だ　よ　り

織田分館でおはなしひろばスペシャル開催

　織田分館では、毎年恒例の「おはなしひろばスペシャル」を今年も開きます。
　どようおはなしひろば虹（織田地区ボランティアグループ）のみなさんによる、絵本や紙芝居
の読み聞かせと福井奇術同好会Mr. ソロ（増澤）さんによるマジックショーなど、小さなお子さ
んから大人まで楽しめる催しがいっぱいです。

日　時　3月28日（火）　午後1時30分〜

場　所　織田文化歴史館　	文化交流ホール

内　容　紙芝居・絵本の読み聞かせ、
　　　　マジックショー

問合せ先
町立図書館　☎34–0395
宮 崎 分 館　☎32–7712
越 前 分 館　☎37–7713
織 田 分 館　☎36–2288

■「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
国際交流室から一言☆出張版

【3月4日㈯～3月17日㈮】
越前陶芸村しだれ桜まつり

【3月18日㈯～3月31日㈮】

■ 「報道特別番組」
越前町長・越前町議会議員選挙
 開票速報　～町政を考える～

【3月5日㈰】
■ 「〜丹南ふれあい百景〜おたっしゃ珍道中」

田吾作「ワールドキッチン」で友達の輪！の巻
【3月11日㈯～3月18日㈮】
■ 「Jr.＋（ジュニアプラス）」

朝日小学校　6年生を送る会
【3月18日㈯～3月24日㈮】
■ 「丹南キッズ〜ことばのタイムカプセル〜」

小曽原保育所
【3月4日㈯～3月10日㈮】

3月13日（月）～ 15日（水）は、
蔵書点検のため、臨時休館いたします。

図書の返却は、町内他館か夜間返却口を

ご利用ください。ご協力をお願いします。

宮崎分館臨時休館のお知らせ

3月の休館日　6・13・21・27 日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　3月のイベント情報

3月4日（土）〜 5月7日（日）

3月は「アーティフィシャルフラワー作り」

陶「和工房」　
北島和幸・久美子作品展

陶　と「　　　　」と　花

　ふくい「陶」ネットワーク加盟の福井市で工房を
構える、陶「和工房」北島和幸・久美子夫妻の作品展。
2017年の干支「酉」にちなみ、「ふくろう」をテーマ
にした作品や、春らしい灯りとりなどを展示します。

参加費　2,500円
定　員　10人（事前の予約が必要です。）
花音さんと共に素敵なコサージュを作ってみませんか？
お子様連れの参加もOKです。

～みんなとつながる
　ほっこり		のんびり		楽しい		時間～

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

　越前焼の現代作家が丹精込めて作
り上げたこだわりの逸品「酒器」を
一堂に展示します。

期　間　3月26日（日）まで
　　　　※期間中休館日：
　　　　　3月6・13・21日
時　間　午前9時～午後5時
　　　　（最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村文化交流会館
　　　　ロビー
入場料　無料
【展示作品はご購入いただけます】

つきたて餅のふるまい 	 …………………………午前11時～（先着120人分）
甘酒のふるまい		 …………………………………午後 1 時～（先着100人分）
それぞれ無料配布します。
数に限りがございますので、お早めにご来場ください。

響きあう酒器展

〈ふるまいイベント〉
3月5日（日）

みんなきてね。

たのしいおはなしが

いっぱい！

広報 えちぜん 20平成29年３月号広報 えちぜん21 平成29年３月号

I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ得々情報

　
今
年
も
、「
ペ
ッ
ト
ボ
タ
ル
」
を
使
っ
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
水
仙
岬
の
か
が
や

き
」
を
開
き
ま
す
。

水
仙
岬
の
か
が
や
き
２
０
１
７
の
ご
案
内　

2
回
目
に
な
る
今
年
は
「
ペ
ッ
ト
ボ
タ
ル
」

を
前
回
か
ら
大
幅
に
増
や
し
、
約
1
万
6
千
個

設
置
し
ま
す
。

　
越
前
岬
の
高
台
一
面
に
、
凜
と
輝
く
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
水
仙
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

期　
間　
3
月
12
日
㈰
～
5
月
28
日
㈰

場　
所　
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

ペ
ッ
ト
ボ
タ
ル
と
は

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
組
み
込
ん

だ
も
の
で
、
昼
の
太
陽
光
で
発
電
・
蓄
電
し
ま

す
。
日
没
後
に
自
動
で
点
灯
し
、
30
分
お
き
に

色
を
変
え
な
が
ら
約
4
時
間
輝
き
ま
す
。

問
合
せ
先　
商
工
観
光
課　
☎
３
４‒

８
７
２
０

　
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
一
億
画

素
の
迫
力
あ
る
植
物
の
世
界
「
ボ
タ
ニ
カ
ル

フ
ォ
ト
展
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
日
か
ら
大

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
来
園
さ
れ
た
人
は

と
て
も
満
足
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年 

宮
誠
而
ボ
タ
ニ
カ
ル
フ
ォ
ト
展
「
一
億
画
素
・
植
物
の
世
界
」

　
宮
氏
の
作
品
に
は
、
植
物
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
が
写
さ
れ
、
息
を
の
む
ほ
ど
美
し
い
色
合
い

に
魅
了
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
肉
眼
で
は
見

え
な
い
よ
う
な
細
部
ま
で
描
写
さ
れ
、
植
物
の

本
来
の
美
し
さ
が
正
確
に
表
現
さ
れ
、
誰
も
が

心
奪
わ
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日　
　
時　
3
月
20
日（
月
・
祝
）ま
で

場　
　
所　
植
物
館　
第
1
研
修
室

入
園
料　
大
人
３
０
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生
１
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０



煙幕の中でシナリオ書きかえる	 司辻　文子
湯煙に今日の疲れが癒やされる	 向当みつ子川 柳 気にもなるオリンピックの模様替え	 武藤　久子

空模様三寒四温やがて春	 山内　千代川 柳

こちら健康増進係第20回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

～ 3月は「自殺対策強化月間」です～

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

命を守るのは家族・地域のつながりです

国民健康保険、後期高齢者医療保険の加入者の人間ドック費用を助成します。

子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

　子どもを何とかやる気にさせようと「あれしなさい」	「これしなさい」と言っても、

ちっともやる気にならないことがあります。

　そういう時は、少しやり方を変えて「ありがとう」	「助かったよ」	「嬉しいよ」とい

う言葉で方向づけする方法があります。子どもの方向づけを「叱る」	「怒る」という方

法ばかりでしていると、最初は言う事を聞きますが、そのうち反発したり、親の顔色

を見たりする様になり、最後には、自分の存在は、親を不機嫌にさせる、親を不幸に

するなど自己評価が低くなります。

　逆に「ありがとう」	「助かったよ」	「嬉しいよ」という言葉で方向づけしていくと、

時間はかかりますが、自分の存在は、親の役に立つんだ、親を喜ばせることができる

んだ、と自己評価が高くなります。

　なかなか難しいとは思いますが、心に余裕を持ちながら子育てをしていきましょう。

　
言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日　
　
時　
3
月
14
日
㈫　
午
後
1
時
～
4
時

「
子
ど
も
の
発
達
相
談
会
」
の
ご
案
内

「
発
達
障
害
講
演
会
」
の
ご
案
内

場　
　
所　
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
18
歳
未
満
の
人

ス
タ
ッ
フ　
臨
床
心
理
士

相
談
時
間　
約
30
分
～
1
時
間
の
個
別
相
談

料　
　
金　
無
料

申
込
み　
予
約
制

子どものやる気をひきだすには

　全国の自殺者数は、交通事故で亡くなる人の約6倍です。自殺は、その人ひとりだけの問題ではなく、
1件の自殺で影響を受ける人は5人以上いるといわれています。また、自殺は健康問題・経済問題・家庭
問題など、さまざまな原因が絡み合っていて、社会全体の問題といえます。
　3月は「自殺対策強化月間」です。かけがえのない命を守るために、私たち一人ひとりができること
を考えてみましょう。　
　自殺の予防には、本人や周囲が変調に早く気づき、早めにケアすることが大切です。あなたの大切な
人のために、まずはあなたがゲートキーパーになりましょう。ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気
づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人のことです。

　町では、生活習慣病などの予防や早期発見、健康増進を目的に人間ドック受診の助成を行います。
　詳しくは、広報4月号や町ホームページでお知らせします。

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
、

遊
び
や
や
り
と
り
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
、

お
子
さ
ん
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
ら
い
い
か

迷
う
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
発
達
に
つ
い
て
、
ご

心
配
や
悩
み
の
あ
る
保
護
者
の
人
を
対
象
に
、

発
達
支
援
教
室
（
親
子
教
室
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

日　
　
時　
3
月
16
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

「
す
ま
い
る
教
室
」
の
ご
案
内

場　
　
所　
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
未
就
学
児

ス
タ
ッ
フ　
臨
床
心
理
士
・
言
語
聴
覚
士
・
児

童
家
庭
相
談
員
・
相
談
支
援
専
門

員
な
ど

料　
　
金　
無　
料

申
込
み　
予
約
制 ゲートキーパー

の役割

★	気づき	……	家族や仲間の変化に気づいて、声をかける
★	傾　聴	……	本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
★	つなぎ	……	早めに専門家に相談するよう促す
★	見守り	……	温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

つらい気持ちをひとりで抱えていませんか？
悩み・心配事・つらい気持ちを話すことで、解決の糸口が見つかることもあります。

お気軽にご相談ください。ご家族のみなさんの相談にも応じます。

日　　時	 3月27日（月）
	 午後1時30分〜 4時

場　　所	 越前町役場	別館

内　　容	 臨床心理士によるカウンセリング
	 （1人約45分）

参 加 費	 無料（事前の予約が必要です。
　　　　　匿名でも予約できます）

問合せ先	 健康保険課　☎34–8710　

日　　時	 3月5日（日）　午後1時〜 5時
場　　所	 越前市福祉健康センター
	 （アルプラザ武生4階）
内　　容	 心と体の健康、多重債務、生活困

窮、法律問題など、専門家が相談
に応じます。（1人約45分）

スタッフ　弁護士、精神科医、臨床心理士、
生活自立支援員、消費者センター
相談員、保健師

参 加 費　無料（事前の予約が必要です。）
問合せ先　丹南健康福祉センター
　　　　　☎22–4135

「心をいやす相談会」のご案内 「悩みごと総合相談会」のご案内

　
織
田
病
院
小
児
科　
藤ふ
じ
本も
と
正ま
さ
子こ

先
生
を
講
師

に
招
い
て
、
当
事
者
・
保
護
者
・
支
援
者
の
視

点
か
ら
、
発
達
障
害
の
特
性
や
理
解
、
か
か
わ

り
方
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
発
達
障

害
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で
も
聴
講
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

日　
　
時　
3
月
14
日
㈫　
午
後
7
時
～
8
時

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定　
　
員　
50
人（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

参
加
費　
無　
料

申
込
締
切　
3
月
10
日
㈮

　

ま
た
、
町
で
は
、
発
達
障
害
の
早
期
発
見
・

早
期
支
援
・
途
切
れ
な
い
支
援
を
目
指
し
、
毎

月
1
回
「
子
ど
も
の
発
達
相
談
会
」、
2
か
月

に
1
回
「
す
ま
い
る
教
室
」（
発
達
支
援
教
室
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
個
性
に

合
っ
た
、
よ
り
良
い
働
き
か
け
を
一
緒
に
み
つ

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

発達障害の早期発見・早期支援・途切れない支援を目指して

広報 えちぜん23 平成29年３月号 広報 えちぜん 22平成29年３月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために



一筋の煙命の儚さよ	 原　　榮子
空模様も他人の心も七変化	 木下百合子川 柳

広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 広報 えちぜん 24平成29年３月号広報 えちぜん25 平成29年３月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

あさがお保育園 3月は実施しません 34－1110

あ さ ひ 保 育 所 3月は実施しません 34－0081

朝 日 西 保 育 所 3月は実施しません 34－5602

朝 日 南 保 育 所 3月は実施しません 34－1614

宮崎中央保育所 3月は実施しません 32－2067

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32－3014

小 曽 原 保 育 所 3月は実施しません 32－2039

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37－0305

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 わ せ 37－1354

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36－0160

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0251

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0396

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
2
月
15
日
現
在
）

（
2
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（2月1日現在）

　
2
月
19
日
の
ワ
ー
ル
ド
キ
ッ
チ
ン
in
越
前
町

の
一
コ
マ
で
す
。

　
当
日
は
、
丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
番
組
で

お
な
じ
み
の
田
吾
作
さ
ん
も
参
加
し
、
各
国
の

料
理
を
手
伝
い
な
が
ら
、
友
だ
ち
の
輪
を
ワ
ー

ル
ド
ワ
イ
ド
に
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　
写
真
は
、ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
「
チ
ャ・ジ
ョ
ー

（
揚
げ
春
巻
）」
を
作
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
揚
げ

春
巻
が
き
れ
い
な
狐
色
に
揚
が
り
、
香
ば
し
い

香
り
も
相
ま
っ
て
と
て
も
お
い
し
そ
う
で
し
た
。

　
ご
存
知
の
と
お
り
朝
日
地
区
は
、
ホ
ッ
ケ
ー

が
盛
ん
で
す
。
最
近
で
は
、
織
田
地
区
に
も
広

ま
っ
て
い
ま
す
。
織
田
地
区
で
ホ
ッ
ケ
ー
を
が

ん
ば
る
小
さ
な
星
た
ち
は
、
一
つ
の
大
き
な
星

に
導
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
星
は
、
ホ
ッ
ケ
ー
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

そ
し
て
教
育
委
員
会
で
輝
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
活
躍
の
場
を
大
き
な
空
へ
と
移
さ
れ
ま
し
た
。

星
の
輝
き
は
永
遠
で
す
。
活
躍
の
場
は
変
わ
り
ま

し
た
が
、
み
な
さ
ん
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
が
ん
ば
る

姿
や
、
我
ら
が
町
の
た
め
に
仕
事
を
続
け
る
精

神
は
、ず
っ
と
ず
っ
と
届
く
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、

い
つ
も
の
よ
う
に
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
い
な

が
ら
、
見
て
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
感
謝
と
敬
意
を
こ
こ
に
。

人　口	 22,359人

　男	 10,820人
　女	 11,539人
世帯数	 7,292戸

（前月より31人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中	

尾
澤　

列
子
さ
ん
（
90
歳
）

西
田
中	

稲
井
田
初
子
さ
ん
（
87
歳
）

西
田
中	

春
木
百
合
子
さ
ん
（
95
歳
）

西
田
中	

冨
山　

雪
子
さ
ん
（
92
歳
）

上
川
去	

谷
口　

松
視
さ
ん
（
82
歳
）

岩　

開	

三
村
美
代
子
さ
ん
（
93
歳
）

気
比
庄	

藤
本
さ
さ
を
さ
ん
（
87
歳
）

田　

中	

伊
藤
喜

衞
門
さ
ん
（
79
歳
）

田　

中	

清
水　

昭
三
さ
ん
（
88
歳
）

栃　

川	

木
下
美
代
子
さ
ん
（
68
歳
）

宝
泉
寺	

佐
々
木
一
郎
さ
ん
（
60
歳
）

上
糸
生	

松
村
ミ
チ
子
さ
ん
（
87
歳
）

上
糸
生	

内
藤　
　

諭
さ
ん
（
40
歳
）

小　

川	

三
田
村
房
子
さ
ん
（
83
歳
）

小
曽
原	

山
内　

秋
尾
さ
ん
（
95
歳
）

小
曽
原	

髙
原　

正
景
さ
ん
（
92
歳
）

上　

野	

黒
田　

文
男
さ
ん
（
62
歳
）

　

寺	

山
本　

定
子
さ
ん
（
77
歳
）

血
ヶ
平	

林　
　

静
子
さ
ん
（
94
歳
）

　

宿	

刀
祢　

夫
さ
ん
（
81
歳
）

新　

保	

岩
本
よ

の
さ
ん
（
93
歳
）

道　

口	

宮
口
ト
キ
子
さ
ん
（
76
歳
）

　

厨	

仲
保
ツ
タ
子
さ
ん
（
87
歳
）

高　

佐	

山
口　

ハ
ツ
さ
ん
（
100
歳
）

高　

橋	

駒
野　

千
鶴
さ
ん
（
81
歳
）

岩　

倉	

林　
　

忠
治
さ
ん
（
87
歳
）

細　

野	

伊
部　

隆
治
さ
ん
（
82
歳
）

上　

戸	

姉
﨑
き
く
い
さ
ん
（
90
歳
）

編
集
後
記

気
比
庄	

髙た
か

田だ　

基い
た
る至

（
浩
樹
、
男
）

気
比
庄	

稲い
な

葉ば　

朔さ
く

歩と

（
訓
介
、
男
）

乙　

坂	

清し

水み
ず　

結ゆ

衣い

（
武
士
、
女
）

道　

口	

神か
ん

﨑ざ
き　

蓮れ
ん

斗と

（
渉
、
男
）

米　

ノ	

西に
し

ヶが
は
な

汐せ

那な

（
良
佑
、
女
）

米　

ノ	

礒い
そ

部べ　

心こ

陽は
る

（
英
也
、
女
）

下
河
原	

左さ

近こ
ん　

隼
し
ゅ
ん
也や

（
武
寿
、
男
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
45

―
文
化
財
防
火
デ
ー 

編
―

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
Ｋ
さ
ん
。
何
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て

い
る
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

こ
れ
は
今
年
の
文
化
財
防
火
デ
ー
の
ポ
ス
タ
ー
で

す
よ
。　

Ｅ
子 

文
化
財
防
火
デ
ー
っ
て
な
ん
で
す
か
？

学
Ｋ 

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
は
昭
和
24
年
1
月
26
日
、
奈

良
県
斑
鳩
町
に
あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
で
火
災
が
お

こ
り
、壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、昭
和

30
年
よ
り
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
法
隆
寺
の
金
堂
は
、

世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
群
の
1
つ
に
数
え
ら
れ
、

も
ち
ろ
ん
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

私
た
ち
が
生
ま
れ
る
前
に
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
す
か
！

学
Ｋ 

そ
う
な
の
で
す
よ
！

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
な
い
よ
う
に
、
昭
和

30
年
に
文
化
財
保
護
委
員
会（
現
在
の
文
化
庁
）と

国
家
消
防
本
部（
現
在
の
消
防
庁
）が
1
月
26
日
を

文
化
財
防
火
デ
ー
に
定
め
て
、
文
化
財
防
火
活
動

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
消
防
署

や
電
力
会
社
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
文
化
財
の

防
火
設
備
の
点
検
を
し
た
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん

に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
消
火
訓
練
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

Ｅ
子 

へ
え
～
防
火
で
す
か
。
と
い
う
こ
と
は
建
造
物
の

文
化
財
が
対
象
な
の
で
す
ね
。

学
Ｋ 

い
え
い
え
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
文
化
財
を

保
管
し
て
い
る
建
物
、施

設
す
べ
て
が
対
象
で
す
。

保
管
場
所
が
火
災
に
あ

え
ば
、文
化
財
だ
っ
て
な

ん
ら
か
の
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
ま
す
か
ら
ね
。

 

と
は
い
え
、や
は
り
そ
れ

自
身
が
文
化
財
で
あ
る

建
造
物
は
、火
災
の
際
に

一
番
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き

い
で
す
。

Ｅ
子 

町
で
は
ど
ん
な
建
造
物
が
あ
る
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

そ
う
で
す
ね
。町
指
定
も
含
め
る
と
9
件
で
す
。こ

の
間
Ｅ
子
さ
ん
が
案
内
し
て
も
ら
っ
た
大
谷
寺
に

は
2
件
あ
り
ま
す
ね
。
国
の
指
定
を
受
け
て
い
る

九く
じ
ゅ
う
の
と
う

重
塔
、
町
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
円ま

る

山や
ま

宝ほ
う

塔と
う

。

Ｅ
子 

そ
う
そ
う
、
そ
う
で
し
た
ね
。
で
も
、
あ
の
２
つ
は

石
で
つ
く
ら
れ
た
塔
で
す
よ
ね
？
な
ん
だ
か
私
が

思
っ
て
い
る
建
造
物
っ
て
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
い
ま

す
。建
造
物
と
い
う
と
、も
っ
と
こ
う
…
お
城
と
か

お
屋
敷
と
か
。

学
Ｋ 

一
般
的
に
想
像
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
で
は
そ
う
で

し
ょ
う
ね
。
文
化
財
の
分
類
で
は
ち
ゃ
ん
と
建
造

物
な
の
で
す
が
。

 

Ｅ
子
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
に
近
い
も
の
で

す
と
、
文
化
歴
史
館
の
近
く
で
は
劔
神
社
の
県
指

定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
本
殿
、
摂せ

っ

社し
ゃ

織お

田た

神じ
ん

社じ
ゃ

、

そ
れ
か
ら
境
内
に
あ
る
町
指
定
文
化
財
の
旧
神
前

院
護
摩
堂
。

 

そ
れ
か
ら
少
し
離
れ
ま
す
が
、
陶
芸
村
の
近
く
に

あ
る
国
指
定
文
化
財
の
相
木
家
住
宅
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
子 

相
木
家
住
宅
？
個
人
の
お
家
が
文
化
財
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
か
？

※
登
場
す
る
文
化
財
の
名
称
は
、文
化
庁
の
指
定
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、天
王
村（
現
在
の
越
前
町
天
王
）は
福
井
藩
領
・
幸
若
領
・
天
王
社
領

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、貞
享
三
年（
一
六
八
六
）福
井
藩
領
が
幕
府
領
に
、明
和
元

年（
一
七
六
四
）幕
府
領
と
幸
若
領
が
三
河
国
西
尾
藩
領
に
な
る
な
ど
、領
主
が
目
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。
以
降
、天
王
村
は
西
尾
藩
領
と
天
王
社
領
と
な
り
ま
す
。

当
地
に
西
尾
藩
領
が
成
立
し
た
の
は
、出
羽
国（
山
形
県
）の
藩
主
松
平
乗
佑
が
大
坂

城
代
に
任
命
さ
れ
、領
地
を
西
尾
藩
へ
転
ぜ
ら
れ
た
の
に
と
も
な
い
、知
行
の
不
足
分

と
し
て
、越
前
国
丹
生
郡
下
四
一
ヵ
村
・
坂
井
郡
下
一
八
ヵ
村
・
南
条
郡
下
一
三
ヵ
村

を
領
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。現
在
の
越
前
町
の
う
ち
、天
王
・
宝
泉
寺
・

内
郡
・
上
川
去
・
田
中
・
栃
川
・
八
田
・
江
波
の
各
村
に
西
尾
藩
領
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

越
前
国
内
に
西
尾
藩
領
の
陣
屋（
役
所
）
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
各
村
か
ら

様
々
な
要
望
が
あ
り
、
陳
情
合
戦
が
行
わ
れ
た
と
古
文
書
に
見
え
ま
す
。
明
和
元
年

（
一
七
六
四
）九
月
一
四
日
、江
戸
か
ら
越
前
へ
戻
っ
た
天
王
村
の
内
藤
武
左
衛
門
は
、

す
ぐ
に
大
工
・
畳
屋
・
左
官
な
ど
の
職
人
を
雇
い
入
れ
、仮
陣
屋
の
準
備
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
期
間
、
家
族
や
使
用
人
は
土
蔵
や
長
屋
に
住
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、

九
月
二
〇
日
、大
代
官
・
目
付
・
手
代
・
地
方
役
・
与
力
・
同
心
な
ど
二
〇
人
が
赴
任
し
、

仮
陣
屋
で
の
執
務
が
始
ま
り
ま
す
。わ
ず
か
一
週
間
ほ
ど
の
こ
と
で
し
た
。

　
明
和
二
年（
一
七
六
五
）八
月
二
日
、天
王
村
に
陣
屋
が
置
か
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、

陣
屋
敷
地
一
三
一
二
坪
の
ほ
と
ん
ど
を
内
藤
武
左
衛
門
が
提
供
し
ま
し
た
。
陣
屋
建

設
は
九
月
四
日
に
着
工
し
、一
一
月
二
〇
日
に
竣
工
す
る
な
ど
、か
な
り
急
い
だ
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
一
二
月
五
日
に
は
仮
陣
屋
か
ら
陣
屋
へ
移
転
し
、

執
務
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
の
一
年
四
か
月
は
、
内
藤
武
左
衛
門
家
が
仮
陣

屋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
武
左
衛
門
の
尽
力
な
く
し
て
、
陣
屋
は
完
成

し
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
明
治
元
年（
一
八
六
八
）陣
屋
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、建
替
の
必
要
に
迫
ら
れ
る

と
、
再
び
各
村
の
間
で
激
し
い
陳
情
合
戦
が
お
こ
り
ま
し
た
。
つ
い
に
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）下
野
田
村（
鯖
江
）に
出
張
所
が
で
き
、一
〇
七
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い

た
陣
屋
の
役
目
も
幕
を
迎
え
ま
す
。

　
現
在
、陣
屋
跡
地
に「
陣
屋
の
里
」が
建
ち
、陣
屋
の
模
型
な
ど
の
資
料
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
敷
地
内
に
は「
西
尾
・
朝
日
友
好
の
碑
」も
見
え
、江
戸
時
代
の
治

世
を
通
じ
て
育
ま
れ
た
交
流
が
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

（
織
田
文
化
歴
史
館　
学
芸
員　
村
上
雅
紀
）

西
尾
藩
領
と
天
王
陣
屋

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
三
十
七
回

学芸員 K

Ｅ子
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活
動
報
告

越
前
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
平
成
25
年
10
月
、
町
で
初
め
て
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
、
大
阪
府
出
身
の
京
野
慎
太
郎
さ
ん
が

着
任
し
ま
し
た
。
隊
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
3
月
末
を
も
っ
て

そ
の
任
期
が
終
了
と
な
り
ま
す
。
越
前
地
区
に
定
住

し
、
地
域
お
こ
し
活
動
を
行
っ
て
き
た
京
野
さ
ん
の

3
年
半
を
振
り
返
り
、
活
動
の
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

地
域
を
知
る
た
め
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動

　
着
任
当
初
は
、
越
前
地
区
を
中

心
に
町
の
資
源
や
地
域
の
実
態
を

調
査
し
、
住
民
や
地
域
と
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
で
、
町
が
抱
え
る

課
題
の
発
掘
を
行
い
ま
し
た
。

各
種
会
議
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画

　
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
各
種
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
会
議
に
参
加
し
、

外
部
目
線
で
の
意
見
・
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

地
域
や
各
種
団
体
へ
の

活
動
支
援

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
繋
が
っ

た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
意
思

が
あ
る
住
民
や
団
体
に
対
し
て
、

活
動
を
促
す
と
と
も
に
具
体
的
な

活
動
に
係
る
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
（
旧
町
村
）
間

交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
れ
ら

を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
活
動

も
行
い
ま
し
た
。

　

越
前
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
京
野
慎
太
郎
で
す
。

　

平
成
25
年
10
月
、
大
阪
か
ら
越
前
町
へ
移
住
し
早

く
も
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

任
期
も
と
う
と
う
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
越
前
町
と

い
う
自
然
豊
か
で
、
温
か
い
人
達
が
い
る
こ
の
場
所

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

活
動
は
成
功
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
人

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
の
3
年

間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は
終
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
経
験
と

町
の
魅
力
を
こ
れ
か
ら
も
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
で

も
越
前
町
に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

京
き ょ う

野
の

  慎
し ん

太
た

郎
ろ う

さん
（30歳）

京野隊員から
一 言

商品開発
越前地区住民と新たな商品開発を目指し、
開発に向けた試作会の実施や、実際にイベ
ントでの商品の提供を行いました。

高齢化で集落内の手入れが行き届かず、相談を受け
た支援員の呼びかけで集まった有志と共同作業を行
いました。（真木）

支援員が企画した集落のつどい。講師指導による健
康体操を行いました。（血ヶ平・梨子ヶ平）

昭和の学校笈松分校運営事業の様子。運営委員会の
メンバーとしてお手伝いをしています。（入尾・笈松）

住民との座談会
町内住民と定期的に話
し合いをする場を設け
て、住民のやりたいこ
とを実現するために活
動しました。

移住サポート
町への移住を検討されている人たちに、町の紹介や
空き家の紹介などをツアー形式で行い、移住定住の
サポートを行いました。

町では、集落支援員も活動中です
　集落支援員は、過疎が進む集落の現状や課題、あるべき姿の話し合いを促進するために活動しています。高齢化率の高い
11集落を対象に、2人の支援員が集落点検の実施、地域の実情に応じた集落の見守りや活性化対策に取り組んでいます。

3年間お疲れ様！

イベントなど一緒に楽しい

ことができて良かったです。

Ｓ . Ｍさん （30代・農家）

婚活イベントの開催
民間団体「恋のおせっ会」
を設立し、地域住民と婚活
イベントを実施しました。
今でも定期的にイベント
を開いています。

タイアップ事業
観光連盟と越前焼工業
協同組合のマッチング
を行い、「浜の活丼」に
越前焼の器を使用する
ことになりました。

問合せ先　企画財政課　☎34‒8702

活動に関わった住民のみなさんから
京野さんへのメッセージ

慎太郎は弟！

家族みたいに思っているよ。

いつも楽しませてくれてありがとう！
Ｋ . Ｋさん（40代・陶芸家）

地域おこし協力隊の活動、

お疲れ様でした。 京野さんから

もらったアイデアを生かして

若者の場所を作ります！

Ｈ . Ｉ さん （20代・会社員）

Thank you 　　Mr. Kyono

Message to

　　Mr. Kyono

　着任当初は、人も風習もわからない土地での活動に、多く
の不安とさまざまな壁を感じたことでしょう。しかし、京野
さんの柔軟な発想と行動力から少しずつ繋がりが生まれ、京
野さんとの関わりが町の地域おこしを考えるきっかけとなっ
た町民の人も多いのではないでしょうか。
　京野さん、本当にお疲れさまでした。
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
当
日
の
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

1
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

2
1
歳
6
か
月
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

3
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

4

5
越
前
町
長
・
越
前
町
議
会

議
員
選
挙
投
票
日

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

6
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

7
く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

8
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

9
10
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

11

12

【
休
日
当
番
医
】

両
林
医
院

☎
37
-0
00
5

13
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

14
子
ど
も
の
発
達
相
談
会

（
予
約
制
）

13
：
00
～
16
：
00

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
）

15
離
乳
食
教
室（
後
期
）

（
予
約
制
）

10
：
00
～
12
：
00

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

16
す
ま
い
る
教
室（
予
約
制
）

10
：
00
～
11
：
30

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

17
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

18

19

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
32
-2
77
4

20
春
分
の
日

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

21
く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

22
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

23
2
歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
16
：
00

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

24
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

25

26
結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

27
心
を
い
や
す
相
談
会

（
予
約
制
）

13
：
30
～
16
：
00

越
前
町
役
場
　
別
館

28
く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
制
）

13
：
00
～
16
：
00

宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

介
護
お
は
な
し
会

13
：
00
～
15
：
00

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

29
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

30
31
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）


